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データ通信について 


FOMA 端末か6利用でさるデータ通信 
について 

FOM 冉端末とパソコンを接続して、パケット通信- 
巨 4 K データ通信-データ転送びでをます。 

• FOMA 端末は 、 Remote Wakeup には対応してい 
ません。 

• FOMA 端末で FAX 通信はできません。 

• FOMA 端末をドコモの PDA 「 musea 」 や 

「 si 旨 marion 口」と接続してデータ通信を行う場 
合'、 「 musea 」 や 「 si 邑 marion n 」 をグップデー 
卜してご利用くださし V アップデートの方法など 
の詳細については、ドコモのホームページをご覧 
<ださい。 

パケット通信とは 

パケット通信は、通信方式の一つで、データを転送 
するときにちいさなまとまり（パケット）に分割し 
てを受信するため、回線を占有しません。1つの回 
線を複数の端末で使用でをるため効率びよく、 デー 
夕を送受信していないときは通信料びかかりません。 
ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを 
送受信するといラ使い方がでをます。また、通信時 
間や通信距離に関係なく、を受信されたデータの量 
に応じて課金されるため、メールの文字データ送受 
信など、比較的かない量のデータを高速でやり取り 
する場をに適しています。 

データ量の大をいファイル（高品質の画儘や方 □ 
ディなど）を送受信すると、通信料び高額になりま 
すのでご注意 < ださい。 

• 受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps での高速 
パケット通信が巧能です。 

■パケット通信をずるには 

• FOMA サービスェ U ア内で行ってください。 

• 通信設定ファイル、 FOVI 冉 PC 設定ソフトを 
インストールし、各種設定を行って通信して 
くださし、（一 P 4 曰7、 459) FOM 冉 US 巨接 
続ケープル（別売）と、 US 巨ポートを装備し 
たパソコン、またはドコモの PDA び必要で 
す。 

• アクセスポイントびドコモのインターネット 
接続サーヒス 「mopera U 」 / fmoperaj 
など、 F 曰 MA のパケット通信に対応している 
必要びあります。 

巨 4 K データ通信とは 

64 kbps (データ通信の速度）でデータをを受信す 
るデータ通信です。データ量に関係な<、ネット 
ワークに接続している時間の長さに応じて課金され 
るため、高品質な画像やメ□ディなどのダウン□一 
ドなど、比較的をい量のデータを送受信する場合に 
適していまず。 


長時間にわたる通信を巧った場合、通信料か高額に 
なりますのでご注意ください。 

■巨 4K データ通信をずるには 

• FOM 冉サービスエ U ア内で行ってください。 

• 通信設定ファイル、 FOM 冉 PC 設定ソフトを 
インストールし、各種設定を斤って通信して 
ください。〔一 P 4 曰7、4已日 ） FOMA US 目接 
続ケーブル（別売）と、 US 巨ポートを装備し 
たパソコン、またはドコモの PDA び必要で 
す。 

•接続先び FOMA 64 K データ通信、または 
ISDN 同期巨 4 kbps に対応している必要びあ 
0まず。 

データ転送とは 

データ転送は FOMA US 己接続ケーブル（別売）ま 
たは赤外線通信を使ってデータをやり取りします。 
通信料はかかりません。電話帳やメール、スケ 
ジュールなどのデータをパソコンや赤外線通信機能 
び搭載された他の FOMA 端末、携帯電話に転送しま 
す。データの保存-バックアップにご利用ください。 

■ FOMA US 巨接続ケーブル（別売）でデータ乾送 
をずるには 

通信設定ファイルをインストールし、通信して 
ください。（一 P 4 巳 7) FOMA US 目接続ケープ 
ル（別売）と、 US 巨ポートを装備したパソコン 
び必要です。 

■赤外線通信をずるには 

ホ列線通信機能び搭載された他の FOMA 端末- 
携帯電話-パソコンなどとデータを送受信しま 
す。赤が線通信の操作手順は P 3 日1をご覧 <だ 
さし'1。パケット通信-巨 4 K データ通信はでをま 
せん。 

■出 iH?li _ 

•基地局びミ屋雑していたり電波状況びよくない場合は、 
バケッ ト通信- 64 K データ通信びでさないことがあ 
0ます。 

• PPP パケット着信機能にはが応しておりません。 

•パケット通信で大さなサイズの画像の表示■ファイル 
のダウン n — ドなどを行ラと、通信料び高額になりま 
すので、ご注意くださし、。 


ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ n バイダの利用料 
について 

パソコンなどからインターネットを利用する場合は、 
ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ 
(し^降プ□バイダ）に対する利用料び必要にな0ま 
す。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別 
に直接プ□バイダにおまもいいただをます。利巧料 
の詳しい内容については、ご利用のフ□バイダにお 
問レ合わせ < ださい。 


デ—夕通信 


デ—夕通信について 









• FOMA でのインターネット接続には、ブ□ードバ 
ンド接続オプション、国際□ーミング等に対応し 
た 「mopera U 」 のご利用をおすすめします。ま 
た、今すぐ簡単にインターネットに接続したい方 
には fmoperaj び便利です。 「 m 叩 era U 」 をご 
利用いただ<場合は、お申し込みび必要（有料） 
となりまず。 「 m 叩 era 」 をご利用いただく場合は、 
お申込不要、月額使用料無料です。 

接続先(インターネットサービスプ□バイダな 
ど）について 

パケット通信と巨 4 K データ通信では接続先び異なり 
まず。パケット通信を行ラとをはパケット通信対応 
の接続先、巨 4 K データ通信を行うときは FOMA 
64 K データ通信、またはに DN 同期巨 4 kbps 対応の 
接続先をご利巧 < ださい。 

• 円 AFS などの PHS 巨 4 K /32 K データ通信や 
DoPa のアクセスポイントには接続でをません。 

ネットワークアクセス時のユーザー認証につ 
いて 

接続先によっては、接続時にユーザー認証び必要な 
場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダ 
イヤルアップネットワークで ID とパスワードを入力 
して < ださい。 ID とパスワードは接続先のプ□バイ 
ダまたはネットワーク管理者から付ちされまず。詳 
しい内容については、プ□パイダまたはネットワー 
ク管理着にお問い合わせください。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認 
罰について 

パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で 
FirstPass (ユーヴ証明書）び必要な場をは、添付 
の CD - ROM から FirstPass PC ソフトをインストー 
ルし、 設定を巧ってください。詳しくは添付の CD - 
ROM 内の FFirstPassManualJ をご覽くださし、。 
FFirstPassManualJ ( PDF 形式）をご覽になるに 
は、冉 dDbe Reader (パージョン日.日 L 八上を推奨） 

び必要です。パソコンにインス!-ールされていない 
場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページ 
からダウン□ー ドでをます。（別途通信料びかかりま 
す。）詳しくはアドビシステムズ株式会社のホーム 
ページをご覧ください。 


■ 円 rstPass PC ソフトの動作環境 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

0 S 庭日本語版） 

Windows 日 8 SE 、 Me 、 2000 、 XP 

必要メモ U & 

Windows 日 8 SE 、 Me 、 

2曰00 : 32 M バイ W 上 

Windows XP :1 28 M バイトけ上 

八ードディスク 
容量* 

10 M バイトけ上の空さ容量 

ブラウザ 

Microsoft ® Internet Explorer 
己.己な上 


データ通信の準備の流れ 

FOMA 端末とパソコンを接続して、パケット通信- 
色 4 K データ通信を利用ずる華備について説明しま 
ず。 

添付の CD - ROM について 
(FOMA SA 80 Oi 用 CD - ROM ) 

S 冉80 Oi 通信設定ファイル（ドライバ)、 F 0 M 冉 PC 
設定ソフト 、 FirstPass PC ソフトび入っています。 
通信設定ファイルは FOMA 端末とパソコンを FOMA 
US 日接続ケーブル（別売）で接続して通信するのに 
必要なソフトウ王アでず。また、 FOK / I 冉 PC 設定ソ 
フトはデータ通信に必要なさまざまな設定をパソコ 
ンから簡単に行えるソフトウエアです。 

データ逼信の流れ 


SA 80 Oi 通信設定ファイル（ドライバ）の 
インス1ル 4 P 4 已7 

▼ 

FOMA 端末とパソコンの接続 一 P 4 已6 

▼ 

FOMA PC 設定ソフトのインス1 J レ ^ P 4 日日 






FOMA PC 設定ソフトの設定 
パヶット通信をずる場合 

• mopera U / mopera -> P 460 
• その他のプ□バイダづ P 4 日] 

色 4 K データ通信をずる場合 

• mopera U / mopera -> P 4 B 2 
• その他のプ□バイダづ P 463 





▼ 


接続•切酣 4 P 463、 464 


FOMA PC 設定ソフトを使わない 
通信の設定 4 P 4 巨巨 




▼ 



デ—夕通信 


デ—夕通信の準備の流れ 


※パソコンのシステム構成によって異なる場合びあります。 
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動作環境について 

通信設定ファイル / FOMA PC 設定ソフトを使用す 
るための、パソコンの動作環境は次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

USB ポート ( USB 仕様！‘1 m ： に準拠） 

0 S (各曰本語版） 

Windows 白8、 Me 、 2日日日 、 XP 

必要メモリ 

Windows 98. Me : 3吕 M バイト政 
上 

Windows 2000：日 4 M バイト iU 上 
Windows XP :1 28 M バイト攻上 

A — ドディスク 
容量 

己 M バイトし^上の空を容量 


• お客様のパソコンの設定によってはインストール 
でさない場合びあります。 


•必要メモ U 、 A - ドディスク容量はお使いのパソコン 
のシステム構成によって異なります。 

•アップグレードからの動作は保証いたしかねます。 
•動作環境によってはご使用になれない場合がありま 
す。また、上記の動作環境切外でのご使用による問い 
合わせおよび動作な証は、当社では責任を負いかねま 
すのであらかじめご了承ください。 


パソコンと FOMA 端末を接続ずる 

パソコンと FOMA 端末を接続しまず。 

• 接続には、 FOMA US 日接続ヶーブル（別売）び 
必要となります。 

1 FOMA 端末の列部接続端子のキャップを 
開け、 FOMA USB 接続ヶープルの一方 
(FOMA 端末側）を差し込む 

ク FOMA USB 接続ヶープルのパソコン側を 
パソコンの USB コネクタに差し込む 

• 通信設定ファイルのインストール前にパソコ 
ンに接続すると、ウィヴード画面び表示され 
ます。その場を、 FOMA 端末を取がし、 
「キャンセル」をク U ツクしてください。 

• インス!-ール方法について 
Windows XP の攝合一 P4 已 7 
Windows 200 日の場を一 P4 已 7 
Windows 98/Me の場を 4P4 已 7 



• 接続されると、 FOMA 端末の画面に3び表 
おされます。 


■取がずとさ 

① FOMA USB 接続ケープルのリリースボタン 
を巧しなが6水平に弓 I き巧く 

• 無理に引っ張ろラとすると故障の原因にな 
0ます。 



感パソコンから FOMA USB 接続ケーブルを引 
さ巧く 



I 啦材? ! ■ _ 

•データ通信中に FOMA USB 接続ケーブルを列さない 
でください。データが破損することびあります。 
•パソコンが F 0 M 冉端末を認識しなくなった場创ま、 
通信設定ファイルをアンインストールし、再度インス 
トールし直して < ださし、。 


デ—夕通信 


パソ n ンと FOMA 端末を 
接続ずる 
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通信設定 ファイルをインストールず 
る 

FOMA 端末とパソコンを接続してデータ通信を巧う 

ために、通信設定ファイルをインストールしまず。 

SA 80 Oi 通信設定ファイル（ドライバ） 

をインストールする 

Windows XP にインストールするときを例に説明し 

ます。 

• Windows XP . Windows 2000にインス!ル 
する場合、管理者権限を持つユーヴー名でログオ 
ンしてからインス!-ールしてくださレ。それし U 外 
のユーヴーでインス I -ールを行ラとエラーとなり 
ます。パソコンの管理者権限の設定操作について 
は、各パソコン；><ーカ、マイクロソフト社にお問 
いをせください。 

• インス!-ールを始める前に、穗動中の他のプ□グ 
ラムびないことをご確認<ださい。ご使用中のプ 
□グラムびある場合は、使用中のフ□グラムを保 
巧終了させた後、インストールを再開してくださ 
い。 

1 付属の CD-ROM をパソコンの CD-ROM ド 
ライブに入れる 

ク FOMA 端末とパソコンを FOMA US 日接 
続ケープルで接続ずる 

r 新しい A — ドウェアのお出ウィザード」び表示 
されます。 

• 接続方法についてづ P 4 已巨 
• 接続するとをに、 FOMA 端末の電源を入れて 
おいて < ださい。 

• Windows XP Service Pack 2 にインストー 
ルするとをは、 「いいえ、今回は接続しませ 
ん。」を選択し、「次へ」をクリックします。 

• Windows 2000にインス!ルする場合 
心^(降の操作： 一 P 4 巳7 

• Windows 目 8 /Me にインストールする場合 
Lii 降の操作： 一 P 4 巳7 

3 「一覧または特定の場所か6インストール 
ずる（詳細) J を選択し、「次へ J をク 
IJ ックずる 

4 じ 夕の場所で最適のドライバを検索ずる J 
を選択し、「リムーパプルメディア（フ 
□ッピ ー 、 CD-ROM など）を検索 J の 
チェックをはずして「巧の場所を含める」 
をチェックずる 

5 「参照 J をクリックし、ドライバのある 
フオルダを指定して 「0K」 をクリックず 
る 


• フオルタは「く CD - ROM ドライプ名>:¥ 
USB Driver 」 です。 



0 r 次へ J をクリックずる 

7 「新しいハードウェアの検索ウィザードの 
完了 J 画面が表示された5、「完了 J をク 
リックずる 

g 引き続き、手順3〜7を参考にして、残り 
3つの通信設定ファイルをずベてインス 
トールずる 

■ Windows 2000の場合 

① 接続後（手順吕)、「新しい A — ドウ I アの検 
出ウィザード」が表示されたら、「次へ J を 
クリックずる 

感 「デバイスに最適なドライバを検索ずる（推 
奨)」を選巧し、「なへ」をクリックずる 
③ r 場所を指定 J をチェックして「巧へ」をク 
リックずる 

角)検索ずるフォルダを指定し、 「0 K 」 をクリッ 
クずる 

• フォルダは「< CD - ROM ドライブ名>:¥ 
USB Drived でず。 

感 ドライバ名を確認して、「なへ」をクリック 
ずる 

衝 r 完了」をクリックずる 

• 残り3つの通信設定ファイルをインス I -一 
ルします。 

■ Windows 目 8/ Me の場合 

① 接続後（手順吕)、「新しい A — ドウ I アの追 
加ウィザード」が表示されたら、じ夕へ J を 
クリックずる 

感 「ドライバの場所を指定ずる」を選おし、「;夕 
へ」をクリックずる 

• Windows 目8の場创ま「使用中のデバイス 
に最適なドライバを検索する（推奨)」と表 
示されるので、「なへ」をク U ックします。 


デ—夕通信 


通信設定ファイルを 
V ンスト—ルずる 


次ページへつづく 
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感 r 使用中のデバイスに最適なドライバを検索 
ずる （推奨）」を選巧して r 検索場巧の指定」 
をチェックし、「参照」をクリックして検索ず 
るフオルダを指定し、「巧へ」をクリックずる 

• Windows 日8の場合は「検索場所の指定」 
をチェックして「;欠へ」をク U ックし、 
r 更新されたドライバ（推奨)」を選択して 
「次へ」をク IJ ックします。 

• フオルダは「< CD - ROM ドライブ名>:¥ 
USB Driver 」 です。 

® ドライバ名を確認し、「次へ」をクリックずる 
衝「完了」をクリックずる 

• 残り4つの通信設定ファイルをインストー 
J レします。 

インストールした SASOOi 通信設定ファ 
イル（ドライバ）を確認ずる 

通信設定ファイルび正しくインス I -ールできている 
か確認しまず。 

• Windows XP を例に説明します。 

1 「スタート_1 ► 「コント□—ルパネル J を 
クリックずる 

2 「システム J をダブルクリックずる 

3 「八ードウェア」タブをクリックし、「デ 
バイスマネージャ」をクリックずる 

「デバイスマネージャ」び表示されます。 



4 各デバイスをクリックして、ドライバが 
インス I ルされているか確認ずる 
ポート （COM と LPT ) : 

FOK / I 冉 SASOOi Command Port 
FOMA SASOOi OBEX Port 

モデム： 

FOMA SASOOi 

ユニ パ‘ーサルシリアルバス （ USB ) コント □— 
ラまたは USB (Universal Serial Bus ) コン 
卜□—ラ： 

FOMA SASOOi 

FOMA SASOOi Command & 

FOMA SASOOi Modem 《’ 

FOMA SASOOi 0 巨 EX 《’ 

《 Windows 98/ Me のみ表示されます。 


■ Windows 日 8/ Me / 2000の場合 

① I ■スター N ► r 設赴 ► 「コント□-ルパネ 
} b ] をクリックずる 
感 r システム J をダブルクリックずる 
感 r デバイスマネージャ」タブをクリックずる 
• Windows 2日00の場合は、「八ードウエ 
ア」タブをク I 」ックし、「デバイスマネー 
ジャ」をク U ックします。 

④甚デバイスをクリックして、ドライバがイン 
ストールされているか確認ずる 
• ドライバの種類については左記手順4をご 
覧< ださい。 


SA 80 Oi 通信設定ファイル（ドライバ) 
をアンインス!-ールする 


ドライバのアンインストールび必要な場合はなの方 

法でアンインストールを行います。 

• アンインス!ルは Windows XP を例に説日月しま 
す。 

• アンインス!-ールを行ラ前に、 FOMA 端末をパソ 
コンから取がして < ださい。 

• Windows XP . Windows 2000からアンインス 
トールする場を、管理着権限を持つユーザー名で 
□グオンしてからアンインストールしてください。 
それ政がのユーザーでアンインス I -ールを行ラと 
エラーとなります。パソコンの管理者権限の設定 
操作については、をパソコンメーカ、マイク□ソ 
フト社にお問いをせください。 

• アンインス!-ールを始める前に、穗動中の他のプ 
□グラムびないことをご確認くださレ。ご使用中 
のプ□グラムびある場合は、使用中のプ□グラム 
を保存終了させた後、アンインス!-ールを再開し 
てください。 

1 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ド 
ライブに入れる 

ク 「スタート」 ► 「マイコンピユータ」 ►「く 
CD - ROM ドライブち > J をもクリック 
し、「開く」を選択ずる 

ス 「USB Driver 」 フォルダの 

rSA 800し u . exe 」 をダプルクリックずる 

• お使いのパソコンによっては、 「 S 冉800 Lu 」 
と表おされることがあります。 

4 roKj をクリックずる 

アンインス I -ールび開始されます。 

巧 rOKJ をクリックし、 Windows を再起動 
ずる 


デ—夕通信 


通信設定ファイルを 
インスト—ルする 
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3 名前に「く CD - ROM ドライブち>: 
¥ FOMA _ PCSET ¥ setup . exe 」 を入力 
し、 「 OK 」- をクリックずる 

4 「次へ J をクリックずる 

使用許諾契約の確認画面び表示されます。 

5 内容を確認の上、同意ずる場合は「はい」 
をクリックずる 

• 「いいえ」をク U ックすると、インストールで 
をません。 

0 「タスクトレイに常駐ずる J をチェック 
し、「次へ」をクリックずる 

インス!-ールび完了すると、タスクトレイに 
「 W - TCP 設定」び表示されます。 

•「 W - TCP 通信」の最適化の設定•觸除を操作 
する機能で、常駐をおすすめしまず。ここで 
常駐の設定にしなくてを、インス!-ール後に 
常駐するよラに設定でをます。 



7 インス!ル巧を確認し、 r 次へ J をク 
リックずる 

• 変更する場合は「参照」をク U ックし、任意 
のインス!-ール先を指定して「次へ」をク 
IJ ックします。 

g プ□グラムフオルダのフオルダちを確認 
して「次へ J をクリックずる 

インストールを開始します。 

• 変更する場含はフォルダ名を入力して「なへ」 
をク IJ ックします。 



9 「完了 J をクリックずる 

「FOMA PC 設定ソフト」び起動します。 

• 続けて各種設定を始めることびでをます。 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


FOMA PC 設定ソフトを利用ずると、簡単な操作で 
パケット通信や 64 K データ通信が巧えまず。 


_ FOMAPC 設定ソフトについて _ 

FOMA PC 設定ソフトでは;欠の設定びでさます。 

かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 「 F 曰 M 冉データ通信用 
ダイヤルアップの作成」を行い、同時に rw - T 巳 P の 
設定」などび簡単に行えます。 

W - TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内 
の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活 
用するには、 rW - TCP 設定」による通信設定の最適 
化び必要です。 

接続先 （ APN ) の設定 

r パケット通信」を行う際に必要な r 接続先 CAPN ) 
の設定」を行います。 

FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり、通常の電話番号は使用しません。あらか 
じめ接続先ごとに、 FOMA 端末に冉 PN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先をを設定し、その 
登録番号 （ cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続 
します。お買い上げ時、 cid の1には m 叩 era に接続 
するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、 cid の3には 
mopera U に接続するための APN 「 m 叩 era . net 」 

び登録されていますび、その他のプ□八イダや社内 
LAN に接続ずる場台は APN 設定び必要になりまず。 

• cid に ontext Ident げ ier ） とは、パケット通信の 
接続先 ( APN ) に対応した番号で、 F 日 MA 端末に 
APN 登録をするとさに設定するものです。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
する 


Windows XP にインストールするとをを例に説明し 

ます。 

• Windows XP . Windows 2000にインス!ル 
する場を、管理者権限を持つユーヴー名で□グオ 
ンしてからインストールしてください。それしツ外 
のユーヴーでインス I -ールを行ラとエラーとなり 
ます。パソコンの管理者権限の設定操作について 
は、各パソコン;><一力、マイク□ソフト社にお問 
い合せ < ださい。 

• インス!-ールを始める前に、稼動中の他のプ□グラ 
ムびないことをご確認ください。ご使用中のプ□グ 
ラムびある場合は、使用中のプ□グラムを保存終了 
させた後、インストールを再開してください。 

1 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ド 
ライブに入れる 

2 「スタート」 ► 「ファイル名を指定して実 
行 J をクリックずる 


デ—夕通信 


FOMA PC 設定ソフト 
による通信の設定 



































•ずでに W - TCP 環境設定ソフト、 F 日 MA データ通信 
設定ソフト、 F 日 MA PC 設定ソフトびインストールさ 
れている場合は、アンインストールしてから、添付の 
CD - R 日 M に入っている FOMA PC 設定ソフトをイン 
ストールしてください。 ^ P 4 日4 


各種設定前の準備 

FOM 冉 PC 設定ソフトを起動して、各種設定を行い 

ます。 

• S 冉80 Oi 通信設定ファイル（ドライバ）びインス 
トールされ、 FOMA 端末とパソコンび FOMA 
USB 接続ケーブルで正しく接続されているか確認 
して < ださい。 

• FOMA 端末び COM 20 より大をい番号として認識 
されている場合は、 APN 設定の際、 APN の情報 
の取得-書を込みびできない場合びあります。 

• Windows XP を例に説明します。その他の 0 S を 
お使いの場合は、画面び異なります。 

1 「スタート J ► 「ずべてのプ□グラム J 
( WindowsXPlU がの 0 S の場合は、「プ 
□グラム J ) 「FOMA PC 設定ソフト J 
► [FOMA PC 設定ソフト」をク IJ ック 
ずる 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。 



各種設定の方法 

mopera U または mopera を利用したパケッ 
卜通信設定方法 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U / 
mopera を利用し口くケット通信を行う場をの設定 
です。 

• mopera U をご利巧いただく場创ま、お申し込み 
び必要（有料）となります。 mopera をご利用い 
ただく場合は、お申込不要、月額使用料無料です。 

• mopera U / mopera し U 外のプ□バイダをご利用 
のとさ一 P 461 

1 「かんたん設定」をクリックずる 


2 「パケット通信」を選択して「次へ」をク 
リックずる 



ス 「『mopera U 』 への接続 J または 

rrmoperaj への接続 J を選択し、じ欠へ」 
をクリックずる 



•「『mopera U 』 への接続」を選択した攝含、 

ご契約びお済みかどラかの確認画面び表示さ 
れまず。ご契約びお済みの場をは「はい」を 
ク U ックします。 

^ roKj をクリックずる 

パソコンに接続された FOM 冉端末から「接続先 
( APN ) 情報」を取得しまず。しばらくお待ち 
<ださい。 

ち 接続ちを入力して「次へ」をクリックずる 

お巧をな接続名を入力しまず。 

• 半角文字「¥」、「/」、「:」、「*」、「？」、「!」、 
「く!、「>」、「！」、「"」は入力でをません。 
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0 使用可能ユーザーを選択し、「次へ」をク 
リックずる 

• Windows 目 8/ Me の場合、「使用可能ユー 
ザーの選択」は表示されません。 

• mopera U / mope 旧をお使いの場合、 
「ユーザー名」-「パスワード」については空欄 
で接続でをます。 



7 「最適化を行う」をチェックし、「次へ」 

をクリックずる 

• すでに最適化されている場合、この画面は表 
おされません。 


かんたん記を 


FOMA バれ卜 a はが俩すなめ、成 J エ/内?站憤 S 
巧拓 i 化します， 

17 綱はおう！ 


<g る ( 丘 ） [ > 文へ也 >> I 扣 ytzA J 


g 「デスクトップにダイヤルアップのシヨー 
トカットを作成ずる」 をチ王ックし、設定 
情報を確認して「完了 J をクリックずる 

9 roKj をクリックずる 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再 
起動する必要びあります。再起動の確認画面び 
表おされた場を、「はい」をク U ックします。 

その他のプ n バイダを利用したパケット通信 
設定方法 

m 叩 era U / moperaU (がのプ□バイダを利巧して 
パケット通信を行ラ場合の設定です。 

1 「かんたん設定」をクリックずる 

2 「パケット通信」を選択して「次へ」をク 
リックずる 


ス 「その他 J を選巧し、「次へ」をクリック 
ずる 

• mopera U / mopera をご fij 用のとを 
一 P 4 巨0 



4 「0 K 」 をクリックずる 

パソコンに接続された FOMA 端末から r 接続先 
( APN ) 情報」を取得しまず。しばらくお待ち 
ください。 

ち 接続をを入力して「接続巧 （ APN ) 設定」 
をクリックずる 

お好をな接続名を入力しまず。 

• 半角文字「¥」、|7」、 r 丄「*」、「？」、「!」、 
「<」、「>」、「！」、「"」は入力でをません。 

• r 接続先 CAPN ) の選択」には mopera に接続 
するための APN「m 叩 era . ne . jp 」 び表示され 
ています。 

• 「発信者番号通知を行ラ」を選択すると、通信 
実行時に発信者番号を通知します。 

• 社内 LAN の場をやプ□バイダによっては rip 
アドレス」と「ネームサーバー」の入力び必 
要な場台びあります。 r 詳細情報の設定」をク 
U ックし、プ□バイダまたはネットワーク管 
理者からの情報をちとに設定して<ださい。 



0 接続巧 （ APN ) を設定ずる 

別の接続先 CAPN ) を設定するには、「追加」 
をク U ックし、「接続先 （ APN )」 にご利用のプ 
□バイダの FOMA パケット網に対応した接続先 
名 （ APN ) を正しく入力し、 「0 K 」 をクリック 
します。 


デ—夕通信 


FOMA PC 設定ソフト 
による通信の設定 






























































お買い上げ時には、番号 （ cidl ) にはあらか 
じめ、 mopera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 び、番号（巳 id 3) には 
mopera U に接続するための冉 PN 
「 m 叩 era . net 」 び設定されています。 

接続先 （ APN ) の登録は 、 cid (番号）の2、 
4〜16に設定しまず。 
r 接続先 CAPN )」 には半角文字で、英数字、 
八イフン（-)、ピ U オドし）のみ入力でを 
ます。 



Q 接続巧名 （ APN ) を確認し、「次へ」をク 
リックずる 

9 使用可能ユーザーを選択し、「ユーザー 
ち J • 「パスワード」を入力して「次へ」 

をクリックずる 

• Windows 目 8/ Me の場台、「使用可能ユー 
ヴーの選択」は表示されません。 

• 「ユーザー名」-「パスワード」はプ□バイダか 
らの情報をもとに正しく入力してください。 


I ■巧用巧 sg ユーヴーのな巧一 


この括病がI用できる2—ヴーを巧ミしてくちさい 
C す《脚王こザ q 
广 自分のみ 


ユーザーを;。ロー 巧巧- 

驟媒醒織嫩、 


ユ-ヴ-备 「 

似ワ-ド： I 


-• バスワ-ドをななる 


12 roKj をク U ックずる 

設定変更を有効にするためには、パソコンを再 
起動する必要びあ0ます。再起動の確認画面び 
表おされた場を、「はい」をク U ックします。 

mopera U または mopera を利巧した己 4 K 
データ通信設定方法 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U / 
m 叩 era を利用して日 4 K データ通信を行う場台の設 
定です。 

• mopera U をご利用いただ<場合は、お申し込み 
び必要（有料）となります。 mopera をご利用い 
ただく場含は、お申込不要、月讓使用料無料です。 

• mopera U / moperaUi 外のプ□バイダをご利用 
のとを一 P 463 

1 「かんたん設定」をクリックずる 

P r 6 4 K データ通信 J を選択して r 次へ J を 
クリックずる 


巧.待ち;ちの巧巧 
广パわ卜ぶき 

か•ノトぶきに触巧肺巧田に苗ながさをおれ巧’' 
4!こにじて巧を淸 fe ホをる fs ちでん《六弟化 b 巧 


な がげ-こ閒惜 

64が-3油(ミは、時卸ぶじて巧を狗 B をされるぶ巧氏で 
んち乂 Wkbps) 


か(が> ] _^キサン柳」 


ス 「『mopera U 』 への接続 J または 

「『 moperaj への接続 J を選択し、「巧へ」 
をクリックずる 


•ITmciperV のへ (tSI 泻 | 

rmopera uat な哩 t 々だ化.安まで》巧なインタ-本クト待嚇巧え 
ます。く mopera UI 結 巧を一 れ で-こ巧内が£項です〇 ) 

~ ITmoperaJAroJS 巧 

こ规う不罢で、巧単にインタ-ネット巧病び行えます。 

—そめ化 

F0M げ -5 ぶき巧広ブ□バイされなの LAN に接巧しまん 


1〇「 最適化を行う」をチ I ックし、「次へ」 

をクリックずる 

• すでに最適化されている場合、この画面は表 
示されません。 

11 「デスクトップにダイヤルアップのショー 
トカットを作成ずる J にチェックし、設定 
情報を確認して「完了 J をクリックずる 


~キ*?ン to レ 


•「『mopera U 』 への接続」を選択した場を、 

ご契約びお済みかどラかの確認画面び表おさ 
れまず。ご契約びお済みの場をは「はい」を 
ク U ックします。 

4 接続ちを入力してモデムの選択 （「FOMA 
SASOOiJ に設定）を確認し、「巧へ」を 
クリックずる 

フ□パイダの情報をもとに正しく入力します。 

• 半角文字「¥」、17」、 r 丄「*」、「？」、「!」、 
「<」、「>」、「！」、「"」は入力でをません。 
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5 


使用可能ユーザーを選択し、「次へ」をク 
リックずる 

• Windows 目 8/ Me の場合、「使用可能ユー 
ザーの選択」は表示されません。 

• mopera U / mope 旧をお使いの場合、 
「ユーザー名」-「パスワード」については空欄 
で接続でをます。 



0 設定情報を確認して情了」をクリック 
ずる 

7 roKj をクリックずる 

その他のプ n バイダを利用した巨 4 K データ 
通信設定方法 

m 叩 era U / moperaUi がのプ□バイダを利巧して 

己 4 K データ通信を行ラ場含の設定でず。 

1 「かんたん設定」をクリックずる 

艺 r 64 K データ通信 J を選択して r 次へ J を 
クリックずる 

3 「その他 J を選択し、「次へ」をクリック 
ずる 

• mopera U/mope「a をご利用のときづ P462 

4 接続を、電話番号を入力してモデムの選 
択 （「FOMA SASOOiJ に設定）を確認 
し、「巧へ」をクリックずる 

プ□パイダの情報をもとに正しく入力します。 

• 半角文き「¥」、|7」、 r 丄「*」、「?」、「!」、 
「く」、「>丄「！」、「"」は入力でをません。 

• 社内 LAN の場台やフ□バイダによっては rip 
アドレス」と「ネームサーバー」の入力び必 
要な場含びあります。 r 詳細情報の設定」をク 
U ックし、プ□バイダまたはネットワーク管 
理者からの'睛報をちとに設定してください。 

5 使用可能ユーザーを選択し、「ユーザー 
名 J • 「パスワード」を入力して「次へ」 

をクリックずる 

• Windows 目 8/Me の場含、「使用可能ユー 
ザーの選択」は表示されません。 

• 「ユーザー名」-「パスワード」はプ□バイダか 
らの情報ををとに正しく入力してください。 



6 設定情報を確認して「完了」をクリック 
ずる 

7 「0 K 」 をクリックずる 

設定した通信を実行する 

FOMA PC 設定ソフトで設定した通信の実行や切断 
を行います。 

• Windows XP を例に説日月します。その他の 0 S を 
お使いの場合は、画面び異なります。 

1 デスクトップのダイヤルアップ接続アイ 
コンをダブルクリックずる 

通信接続を開始するための接 
続画面び表示されます。 

■ Windows XP のスタートメニューから接続ずる 
とさ 

「スタート」 ► 「ずべてのプ□グラム J ► 「アク 
セサリ J ► r 通信 J ► 「ネットワーク接続」をク 
リックし、接続アイコンをダブルクリックずる 

■ Windows 98/ Me / 吕〇00のスタートメニュー 
から起動ずるとき 

「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセサリ J ► 
「通信 J ► 「ネットワークとダイヤルアップ接続 
(ダイヤルアップネットワーク)」をクリックし、 
接続アイコンをダブルクリックずる 

つ 「ダイヤル」をクリックし、接続を実行ずる 

• mopera U / m 叩 era を選択した場合、 
「ユーザー名」-「パスワード」については空欄 
で接続でをます。 

• その他のプ□バイダでのダイヤルアップ接続 
の場合は、「ユーヴー名」-「パスワード」を入 
力して「ダイヤル」をク U ックしまず。 

• 「パスワードを保存する」を選択すると、次回 
からは入力の必要びな<なります。 



ユ-ザ-るが ：I 
，なつ-ド(り： [ 


I □ホ^ユこプーが巧巧するとぎ(ま巧するをめに、この： 1— ヴーをとワ—ド 
• このユーサ— 

こ企コンビ；! 一5 そ度ウすべて近ユーブー(か 


タイサルを 1186*99***3# 




タイサルが」 I キマンのレ ] 〔フ山斤イり> 1 [ 〜口が I 


FOMA 端末には「パケット通信中」または 
「64 K データ通信中」といラ表示と、アイコ 
ンび表おされます。 

パケット通信-巨 4 K データ通信中のアイコン 
について 一 P 30 
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通信を切断ずる 

インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 
れていない場含びありまず。次の操作を行って確実 
に切断して < ださい。 

• Windows XP を例に説明しまず。その他の QS を 
お使いの場をは、画面び異なります。 

1 ダイヤルアップ接続アイコンをダブルク 
リックずる 

状態の画面び表示されまず。 



2 「切断 J をクリックずる 

•パソコンに表おされる通信速度は、実際の通信速度と 
は異なる場合びあ0ます。 

•パケット通信中は、音声着信を受けられます。また、 
SMS を受信でさます。 

扫 4 K データ通信中は、キャッチホンをお申し込みいた 
だいている場合、通信を終了して着信に応答できます。 
また、 SMS を受信できます。この場合、着信音などは 
鳴動せず、アイコンまたは受 f 言画面でお知5せします。 
•パケット通信-日 4 K データ通信中の着信に、留守ま 
電話サービスなどのネッ K ワーク サービスで対応でさ 
ます。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインストールずる 

FOMA PC 設定ソフトをアンインス I ルする場合 

は次の方までアンインス I -ールを行います。 

• アンインス!ルは Windows XP を例に説明しま 
す。その他の QS をお使いの場含は、それぞれの 
0 S の説日月書をご覧 < ださい。 

• Windows XP . Windows 2000からアンインス 
トールする場合、管理者権限を持つユーザー名で 
ログオンしてからアンインス I -ールしてください。 
それ政がのユーヴーでアンインス I -ールを行ラと 
エラーとなります。パソコンの管理者権限の設定 
操作については、をパソコン六一力、マイク□ソ 
フト社にお問い合せ<ださい。 

• アンインス!-ールを始める前に、穗動中の他のプ 
□グラムびないことをご確認ください。ご使用中 
のプ□グラムびある場合は、使用中のプ□グラム 
を保存終了させた後、アンインス!-ールを再開し 
てください。 


1 タスクトレイの W - TCP 設定アイコン 
(进）をもクリックし、「常駐させない J 
を選択ずる 

• 常駐しない設定の場合、アイコンは表示されま 
せん。そのままアンインス!-ールを行います。 

ク 「スタート」 ► 「コント □ —ルパネル J ► 
「プ□グラムの追加と削除 J をダブルク 
IJ ックずる 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト J 
を選択し、「変更と削除」をクリックずる 



4 プ□グラムちを確認し、「はい」をクリッ 
クずる 

アンインストールび開始されます。 

ち roKj をクリックずる 

■出材? !■ _ 

• W - TCP び最適化されている場合は、アンインストー 
ル中に最適化を解除する画面び表示されます。「はい」 
をク U ックし、画面に従ってパソコンを再起動してく 
ださい。 


W - TCP の設定 


パソコンのパケット通信の設定を FOM 冉ネットワー 
ク用に最適化するために rw-Tcp 設定」を行います。 
•「 W - TCP 設定」とは FOMA ネットワークでパケッ 
卜通信を行ラ隙に、 TCP / IP の伝送能力を最適化す 
るための 「 TCP パラメータ設定ツール」でず。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活巧ずるには、 
この通信設定び必要です。 

最適化の設定と解除 (Windows XP ) 

Windows XP の場合は、ダイヤルアップごとに最適 
化でをます。 

1 「FOMA PC 設定ソフト」を起動し、 「 W - 
TCP 設定」をクリックずる 

• スタート^ニューから起動する方法とタスク 
トレイの进をク U ックして起動する方法びあ 
0まず。 
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2 次の操作を行つ 

■ システム設定が最適化されていないとき 
① r 最適化を巧う」をクリックずる 
感最適化ずるダイヤルアップを選巧し、 r 実行」 
をクリックずる 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの 
最適化び実行されます。（システム設定は再起動 
禮に最適化び有効になりまず。） 



■ システム設定が最適化されているとき 

次の画面び表おされます。 

内容を変更する場含はチェックボックスをク 
U ックし、「実行」をク U ックしまず。 



■最適化を解除ずるとさ 

① 「 W - TCP 設定（ダイヤルアップ) J 画面で 
「システム設定」をクリックずる 
感「最適化を解除ずる」をクリックずる 

3 Windows を再起動ずる 

• 再起動搂に設定び有効になります。 

最適化の設定と稱除 (Windows 98/ Me / 200日） 

1 「FOMA PC 設定ソフト J を起動し、 
「 W - TCP 設定 J をクリックずる 

• スタートメニューから起動する方法とタスク 
トレイのなをク U ックして起動する方法びあ 
ります。 

2 次の操作を行ラ 

■ システム設定が最適化されていないとき 
r 最適化を巧ラ J をクリックずる 

■最適化を解除ずるとを 

r 最適化を解除する」をクリックずる 

3 Windows を再起動ずる 

• 再起動後に設定び有効になります。 


接続巧 （ APN ) の設定 

パケット通信時の接続先 （ APN ) を設定しまず。 

• 接続先 （ APN ) は I 6件まで設定でを、登録番号 
( cid ) の]〜]巨に登録して管理します。 
お買い上げ時、 cid の]には mopera に接続するた 
めの APN 「 m 叩 era . ne . jp 」 び、 cid の3には 
mopera U に接続するための冉 PN 「 mopera . net 」 
び登録されています。 

• Windows XP を例に説日月します。その他の 0 S を 
お使いの場含は、画面び異なります。 

1 「FOMA PC 設定ソフト J を起動し、「接 
続巧 （ APN ) 設定 J をクリックずる 

艺 「 OK 」 をクリックずる 

接続された FOMA 端末に自動的にアクセスし、 
登録されている「接続先 〔 APN ) 情報」を読み 
込みます。 

ク 接続巧 （ APN ) の設定を巧ラ 



■接続先 （ APN ) を追加ずるとき 
「追加 J をクリックする 

■ 登録済みの接続巧 ( APN ) を編集-修正ずるとき 
接続巧 ( APN ) を選巧して r 編集 J をクリック 
ずる 

■登録済みの接続先 ( APN ) を削餘ずるとき 
接続先 （ APN ) を選巧して r 削除 J をクリック 
ずる 

• 番号 （ cid ) の I と3に登録されている接続 
先 （ APN ) は削除できません。番号 （ cid ) 

の3を選択して「削除」をク U ックした場合 
ち、実隙には削除されず、 「 nnopera . net 」 の 
設定に戻ります。 

■接続巧 ( APN ) 設定をファイルへ保存ずるとさ 
ツール/ V — の「ファイル J 「名前を付けて保 

存」または「上書を保存 J をクリックずる 

• FOMA 端末に登録された接続先 （ APN ) 設定 
のバックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存するとさに利用しまず。 
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FOMA PC 設定ソフト 
による通信の設定 


































■接続巧 （ APN ) 設定をファイルから読み込むとき 
ツールバーの「ファイル J ► 「開く」をクリック 
ずる 

• 保存された接続先 （ APN ) 設定を再編集した 
り、 FOMA 端末に書き込むとさなどに利用し 
ます。 

■ FOMA 端末から接続先 ( APN ) 情報を読み込む 
とを 

ツールバーの「ファイル」 ► 「 FOMA 端末か6 
設定を取得」をクリックずる 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された 
接続先 （ APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末へ接続先 ( APN ) 情報を書を込むとき 
① rFOMA 端末へ設定を書き込む」をクリック 

ずる 

• 表示されている接続先 CAPN ) 設定を 
FOMA 端末に書を込みます。 

感「はい」をクリックずる 

■ ダイヤルアップを作成ずるとを 

①追加-編集された接続先 ( APN ) を選おし、 
「ダイヤルアップ作成 J をクリックずる 
• 「パケット通信巧ダイヤルアップの作成」 
画面び表おされます。 

感「はい」をクリックずる 

• FOMA 端末に接続先を書を込みます。 

③に K 」 をクリックずる 

® 任意の接続名を入力し、「アカウント•パス 
ワードの設定」をクリックずる 

• m 叩 era U / m 叩 era の場合、設定は任意 
です。 

感使用可能ユーザーを選択し、「ユーザー名」- 
「パスワード」を入力し、 roK 」 をクリック 
ずる 

• Windows 日 8/ Me の場合、「使用可能 
ユーザーの選択」は表示されません。 

• ご利用のプロバイダより、 IP および DNS 
情報の設定び指示されている場合は、「パ 
ケット通信用ダイヤルアップの作成」画面 
で「詳細情報の設定」をク U ックし、必要 
な情報を登録禮、 rOK 」 をク U ックしてく 
ださい。 

衝 roK 」 をクリックずる 

• 上書きする攝をは「はい」をク U ックして 
<ださい。 

■出材？1, _ 

• mopera U / mope「a 政外の接続先 （ APN ) につい 
ては、プ□バイダまたは接続先のネットワーク管理を 
にお問い合わせください。 


FOMA PC 設定ソフトを使わない通 
信の設定 


ダイヤルアップネッ ト ワークの設定 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、パケット通信/ 
白41<データ通信のダイヤルアップ接続の設定を行ラ 
方法について説日月します。 

ダイヤルアップネットワーク設定の流れ 


接続先 （ APN ) の設定 

• 接続先び mopera U / m 叩 eraL ^ i 外のパ 
ケット通信を行ラ場合に必要な設定です。 




接続巧 ( APN ) を設定する 


お買い上げ時 cid 1 mo 日 era . ne.jp 
cid 3 mopera.net 
cid 2、4 〜 16 設定なし 


設定を行ラためには、 AT コマンドを入力するための 

通信ソフトが必要です。ここでは Windows 標準添付 

の 「 A イパーター S ナル」を使った設定方法を説明 

します。 

• 接続先 （ APN ) は、登録番号 cidl 〜 cidl 巨に設 
定でさます。 

• お買い上げ時、 cid の1には mopera に接続する 
ための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、己 id の3には 
mopera U に接続するための冉 PN fmopera.netj 
び登録されていまず。その他のプ□パイタ’や社内 
LAN などに接続ずる場合は、 cid 2、 4〜]巨に 
APN を登録します。 

• Windows XP を例に説明します。その他の 0 S を 
お使いの場合は、画面び異なります。 

1 FOMA 端末とパソコンを接続ずる 


デ—夕通信 


FOMA PC 設定ソフトを 
使わない通信の設定 
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発信者番号の通知/非通知を設定する 


[ち'胃い上げ時|^設:定なし ] 

パケット通信を行ラとをに発信者番号の通知/非通 
知を設定でさます。発信者番号はお客様の大切な情 
報なので、通知ずる際には十分にご注意ください。 

• mopera U または mopera をご利用になる場合は、 
「通知」に設定する必要びあります。 

1 「ハイパーターミナル J を起動ずる 
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接続巧の設定堤目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

cid (登録番号） 

登録番号（メモ1」ま号） 

APN 

相手の電話番号 




夕 

通 

信 


• mopera U/mopera iU がの接続先 （ APN ) につし、 
てはプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問合せ 
ください。 

•登録した cid はダイヤルアップ時の接続ま号とな0ま 
す。 


5 接続画面び表示された6「キャンセル」 

をクリックずる 

0 接続先 （ APN ) を入力して回を f 甲ず 

「 AT + C 日 DCONT 二 < cid >, " PPP ". 

" APN "」 の形式で入力します。 

• すでに cid び設定されている場合、上書をさ 
れますのでご注意ください。 

< cid >: 2、4〜]目までのラち任意の番号を入 
力します。 

" PPP " :そのまま " PPP " と入力します。 
" APN " :接続先（冉 PN ) を""で囲んで入力 
しまず。 

rOKj と表おされれば、接続先 〔 APN ) の設定 
は完了です。 


^ 「電話番号」に番号 （ roj など）を樹こ入 
力し、 r 接続方法 J か5 [FOMA SASOOiJ 
を選択して 「OKJ をクリックずる 

• 市が局番は設定不要です。（接続先 （ APN ) 

の設定とは関係ありません。） 


■接続先 （ APN ) と cid (登録番号）について 

接続先 （ APN ) の設定は電話帳に巧手の電話番 
号などを登録するのと同じよラに登歸されます。 
FOMA 端末の電話帳と比較すると次のよラにな 
0ます。 


2 「スタート」 ► 「ずべてのプ□グラム J ► 
「アクセサリ J ► 「通信 J ► 「バイパーター 
S ナル」をクリックずる 

• Windows 98ではさらに 「 Hypertrm . exe 」 
をダブルク U ックします。 

• Windows では「ずべてのプロ 

グラム」び「プ□グラム」と表示されます。 

3 「名前 J に任意の名前を入力して 「0 K 」 

をクリックずる 

• A イパーター S ナル起動後に、 IT 規定の 
Telnet 」 プ□グラムにしますか？」と表示さ 
れた場合、任意で設定します。設定内容につ 
きましては、パソコンメーカおよびマイクロ 
ソフト社にご確認ください。 


7 roKj と表示されていることを確認し、 
「ファイル」 ► 「ハイパーターミナルの終 
了 J をクリックずる 

• 「現在、接続されています。切断してよろしい 
ですか？」と表示された場合は、「はい」をク 
IJ ックします。 

• rxxx" と名前付けされた接続を保存します 
か？」と表示されるので、「いいえ」をクリッ 
クします。 


を 


騎#きの苗巧を人力してください； 
国/巧巧吾を &): I 日本祖い~ 
巿ホちま(む ：I ] 

薛ぉ(り ：I 
巧掃方る(ゆ 
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^OMA SA8 加 i 


J 


I r キサぷル j 


る肺入力し、アイ〕ンを巧んでくだ？れ 
る前妙： 

Isamplel 
アイ瓜を 




^9尋感喫感圓巧汤 

i _ _ _ > 


J [ キサンむル I 


■接続巧 （ APN ) 設定をリセットずるとき 
AT + CGDCONT = 回： 

すべての cid を IJ セットします。 

• く cicl > = l は 「 mopera . ne . jp 」、< cicl =3 
は 「m 叩 era . net 」 （お買い上げ時）に戻 
り、 < cid > 二2、4〜]巨の設定は未登録 
になります。 

AT + CGDCONT = < cid > 1 ±U ： 

特定の cid を U セットします。 

■接続巧 （ APN ) 設定を確認ずるとさ 
AT + CGDCONT ? 回 

■ AT コマンドを入力してち画面に表示されない 
とさ 

ATE 1 回 


FOMA PC 設定ソフトを 
使わない通信の設定 
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ダイヤルアップの設定を行ラ 

Windows XP で設定ずる 

1 「スタート J 「ずべてのプ□グラム J ► 
「アクセサリ J ► r 通信 J ► r 新しし很続 
ウィザード」をクリックずる 

r 新しい接続ウィヴード」び表おされます。 

P 「次へ J をクリックずる 

ス 「インターネットに接続ずる」を選択し、 
「巧へ J をクリックずる 


巧!**ろモ《定しむだな、 


下Iこ電坛»ちS入7]しで<^^^L^• 


电巧宙， 

: .6701 


B こさが!がタイれル巧®#ちミ 


2 パケット通信時の発信を番号の通知 
(186) /巧通知 （184) を設定ずる 

「 AT * DG 円 R 二く n 〉」 の形式で入力します。 

AT * DGPIR =1 回： 

接続先（冉 PN ) に「184」を付けて接続しま 
す。 

AT ホ DGPIR =2 回： 

接続先（冉 PN ) に「18巨」を付けて接続しま 
す。 

AT*DG 円 R =0 回： 

設定なしに戻ります。 

3 roKj と表示されていることを確認し、 
「ファイル J ► 「八イパーターミナルの終 
了 J をクリックずる 

• rxxx" と名前付けされた接続を保存します 
か？」と表おされるので、「いいえ」をクリッ 
クします。 

■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知 
設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続 
先の番号に「18巨」（通知）/「184」（が通 
知）を付けることびでをます。 

* DG 円 R コマンド、ダイヤルアップネット 
ワークの設定の両方で「186」（通知）/ 
「184」（非通知）の設定を行った場を、発信者 
番号の通知/非通知は次のよラになります。 


ダイヤルアップネット 
ワークの 設定 
(く cid > = l ① 場合） 

* DGPIR 

コマンドによ 
る 設定 

発信者奮号 
の通知/非 
通知 

ホ 99 ホホホ 1# 

設定なし 

通知 

が通知 

非通知 

通知 

通知 

184 ホ 99 キキキ！# 

設定なし 


非逼知 

非通知％1 

通知 

186 ホ 白白 ホホホ 1# 

設定なし 

通知*吕 

非逼知 

通知 


《1ダイヤルアップネットワークの通知1呂4び優先さ 
れます。 

《2ダイヤルアップネットワークの通知1日日び優先さ 
れます。 


4 r 接続を手動でセットアップずる J を選択 
し、「次へ」をクリックずる 

ち 「ダイヤルアップモデムを使用して接続ず 
る J を選択し、「次へ」をクリックずる 

複数のモデムび存在する場をは「デバイスの選 
択」画面び表示されます。モデムび]つしかな 
い場合は表おされませんので、手順7に進みま 
す。 

0 「モデムー FOMA SA 80 Oi ( COMx)J の 
み選択し、「次へ」をクリックずる 

•「 COMx 」 の 「 X 」 は、お使いのパソコンによ 
り異なるポート番号（数字）び設定されます。 



7 nsp ち J に任意のち前を入力し、 r 次へ J 

をクリックずる 

g 「電話番号」に接続巧の番号を半角で入力 

して「次へ」をクリックずる 

■パケット通信のとさ 

* 日日*** < cid >#を入力しまず。 

• < cid > には、 r 接続先（冉 PN ) を設定する」 
で登録した cid 番号を入力します。 m 叩 era 
U へ接続する場をは、 *99* **3#、 
mopera へ接続する場台■は、 * 日日***] 

#とな0ます。 

■日 4 K データ通信のとさ 

接続先の電話番号を入力します。 

• mopera U をご利用の攝台は、* 8701 . 
mopera をご利用の場をは、 *9601 を入力 
しまず。 


デ—夕通信 







































g 「ユーザー名 J • 「パスワード」 .「 A スワー 
ドの確認入力」を入力し、各項目を設定 
して「次へ J をクリックずる 

• 接続先び mopera U / mope 「 a の場合、 
「ユーザー名」-「パスワード」-「パスワードの 
確認入力」については空欄で接続でをます。 



1 f ) 「完了 J をクリックずる 

接続先のダイヤルアップアイコンび作成されま 
す。 

11 「スタート」 ► 「ずべてのプ□グラム J ► 
「アクセサリ J 「通信 J ► 「ネットワーク 

接続 J をクリックずる 

12 作成したダイヤルアップアイコンをちク 
リックし、「プ□パティ」をクリックずる 

13 「全般 J タブをクリックし、設定を確認ず 
る 

複数のモデムび存在する場合、「接続の方法」で 
「モデムー FOMA SA 8 日 OU のみ選択します。 
「ダイヤル情報を使ラ」のチェックをがしておを 
ます。 



「ネットワーク」タブをクリックし、备項 
目の設定を行ラ 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
「PPP : Windows 白己/ 98/ NT 4/2000. 
Internet 」 を選択します。 


r この接続は次の項目を使用します」は「イン 
ターネットプ□トコル（ TCP / IP )」を選択しま 
す。「日 oS パケットスケジューラ」は設定変更 
でさませんので、そのままにしておいて<ださ 
い。 

• ご利用のプ□バイダにより IP および DNS 情 
報の設定び必要な場合びあります。プ□バイ 
ダからの情報をちとに必要な設定を行ってく 
ださい。 



15 「設定 J をクリックずる 

16 ずべてのチ王ックをはずし、 「 OKJ をク 
リックずる 



17 「0 K 」 をクリックずる 

Windows 2000で設定する 

1 「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセヴ 
UJ ► 「通信 J ► r ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続」をクリックずる 

「ネットワークとダイヤルアップ接続」画面び表 
おされます。 

2 r 新しい接続の作成」をダブルクリックずる 

「新しい接続の作成」をはじめてダブルクリック 
した場合、「所在地情報」画面び表示されます。 

2回目し处降は表示されませんので、手順已に進 
みます。 

1 「市列局番」を入力し、 roK 」 をクリック 
ずる 

「電話とモデムのオプション」画面び表示されま 
す。 

^ 「0 K 」 をクリックずる 

「ネットワークの接続ウィヴード」画面び表示さ 
れます。 
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5 「巧へ J をクリックずる 

0 「インターネットにダイヤルアップ接続ず 
る J を選択し、「次へ」をクリックずる 

7 「インターネット接続を手動で設定ずる 
か、または□一カルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続しまず J を選択し、 
「巧へ J をクリックずる 

Q 「電話回線とモデムを使ってインターネッ 
卜に接続しまず J を選択し、「次へ」をク 
リックずる 

9 「インターネットへの接続に使うモデムを 
選択ずる J が 「FOMA SA 800 U になっ 
ていることを確認し、「巧へ」をクリック 
ずる 

1〇 「電話番号」に接続巧の番号を入力して「市 
夕偏蚕とダイヤル情報を使う J のチェック 
をがし、「詳細設定 J をクリックずる 

11 r 接続 J タブをクリックして設定し、「ア 
ドレス J タプをクリックずる 

r 接続の種類」を IPPP (Point to Point プロ 
トコル)」にし、 「 LCP 拡張を無効にする」に 
チェックび入っていることを確認します。 

「□グオンの手続を」を「なし」にします。 

• mopera U / mopera し U がのプ□バイダに接 
続する場含は、プ□バイダからの情報をちと 
に設定します。 

1 ク IP アドレスと旧 P による DNS (ドメイン 
ネームサービス）アドレスの自動割り当 
てを設定し、 roK 」 をクリックずる 

各設定を「インターネットサービスプ□バイダ 
による自動割り当て」と、 riSP による DNS 
(ド六インネームサービス）アドレスの自動割り 
当て」に設定します。 

• mopera U / mopera 。 夕 I ' のプ□バイダに接 
続する場合は、プ□バイダからの情報をちと 
に設定します。 

13 「巧へ J をクリックずる 

1/1 r ユーザーち J • 「パスワード」を入力し、 
「なへ J をクリックずる 

• mopera U / m 叩 era に接続する場创ま、 
「ユーザー名」-「パスワード」については空欄 
で接続でをます。入力されていないことを確 
認する画面び表おされたら「はい」をクリッ 
クします。 

• mopera U / mopera 。 夕 I ' のプ□バイダに接 
続する場合は、プ□バイダからの情報をちと 
に設定します。 

15 「接続を」に任意の名前を入力し、 r 次へ J 
をクリックずる 


16 「いいえ」を選択し、「次へ」をクリック 
ずる 

17 「完了 J をクリックずる 

18 作成したダイヤルアップアイコンをちク 
リックし、「プ□パティ」をクリックずる 

19 r 全般 J タブをクリックし、設定を確認ず 
る 

複数のモデムび存在する場を、「接続の方法」で 
「モデムー FOMA SA 80 日 i 」 を選択します。 
「ダイヤル情報を使ラ」のチェックを列しておを 
まず。 

20 「ネットワーク」タブをクリックし、备項 
目の設定を巧ラ 

「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」は 
「PPP : Windows 9 巳/ 98/ NT 4/2000, 
Internet 」 を選択します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル 
( TCP / IP )」のみチェックしまず。 

21 「設定 J をクリックずる 

22 ずべてのチェックを列し、 roK 」 をク 
リックずる 

23 roKj をクリックずる 

Windows 98 /Me で設定ずる 

1 「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセヴ 
UJ ► 「通信 J ► 「ダイヤルアップネット 
ワーク」をクリックずる 

はじめてダイヤルアップネットワークを起動し 
た場台「ダイヤルアップネットワークへよラこ 
そ」画面び表示されます。2回目 U {降は表示さ 
れません。手順3にすすみます。 

ク 「なへ J をクリックずる 

ス r 新しい接続 J をダブルクリックずる 

4 「接続を」に任意のを前を入力し、「次へ」 
をクリックずる 

• 「モデムの選択」を 「 F 0 MASA 80 日 U にし 
ます。 

ち 「電話番号」に接続巧の番号を入力し、 
r 次へ J をクリックずる 

• 市が局番を入力する必要はありません。 

0 「完了 J をクリックずる 

• 接続名を確認します。 

7 「スタート」 ► 「プ□グラム」 ► 「アクセヴ 
UJ ► r 通信 J ► 「ダイヤルアップネット 
ワーク」をクリックずる 
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g 作成した接続巧のアイコンをちクリック 
し、「プ□パティ」をクリックずる 

9 「全般 J タブをクリックし、設定を確認ず 
る 

複数のモデムび存在する場合、「接続方法」で 
「モデムー FOMA SA 8 日日 U を選択します。 
r 市外局番とダイヤルのプ□パティを使ラ」の 
チェックをがしておきまず。 

1〇 「ネットワーク」タブをクリックし、各項 
目の設定を行ラ 

「ダイヤルアップサーバーの種類」は 「 ppp : イ 
ンターネット、 Windows 2000 / NT、Windows 
Me 」 を選択します。 r 詳細オプション」のすベて 
のチェックをがし、使用でをるネットワークプロ 
トコルは 「 TCP / IP 」 だけを選択します。 
Windows 98の場合、「サーパ'-の種類」タブを 
クリックし、「ダイヤルアッフサーノく一の種類」 

は rPPP :インターネット 、 Windows NT 
Server , Windows 98 J を選択します。 

11 「 OK 」 をクリックずる 

• Windows Me で mopera U / mopera に接 
続する場含、「セキュリティ」タブの「ユー 
ザー名」-「パスワード」については空欄で接 
続でをます。 

• mopera U/mopera がのプ□バイダに接 
続する場合は、プ□バイダからの情報をちと 
に設定します。 

^ダイヤルアップ接続する 

通信の実行や切断について説明します。 

• 接続前に FOMA 端末とパソコンび FOMA US 日接 
続ケーブ J レで正しく接続されているか確認して< 
ださい。 

• Windows XP を例に説明します。その他の曰 S を 
お使いの場合は、それぞれの 0 S の説明書をご覧く 
ださい。 

1 「スタート」 ► 「ずべてのプ□グラム J ► 
「アクセサリ J ► 「通信 J ► 「ネットワーク 
接続 J をクリックずる 

2 設定した接続巧アイコンをダブルクリッ 
クずる 

3 巧客を確認し、「ダイヤル J をクリックず 
る 

• Windows 目 8/ Me の場をは「接続」をクリッ 
クしまず。 

• mopera U/m 叩 era を選択した場合は 
「ユーザー名」-「パスワード」については空欄 
で接続でをます。 

• その他のプ□バイダでのダイヤルアップ接続 
の場合は、「ユーヴー名」-「パスワード」を入 
力して「ダイヤル」をク U ックします。 


• 「次のユーザーび接続するとさ使用するため 
に、このユーザー名とパスワードを保存する」 
を選択すると、な回からは入力の必要びなく 
な0まず。 



切断ずる 

インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ 
れていない場合びあります。次の操作を行って確実 
に切断して < ださい。 

• Windows XP を例に説明します。その他の 0 S を 
お使いの場含は、画面び異なりまず。 

1 ダイヤルアップ接続アイコンを夕’ブルク 
リックずる 

状態の画面び表示されます。 



2 「切断 J をクリックずる 
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AT コマンド 


FOM 冉端末は AT コマンドに準拠し、 AT コマンド政 
がに拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドび使用 
でをます。 

• AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機 
能を設定するためのコマンド（命ち）です。コマ 
ンドの先頭に 「 AT 」 を付けることからこのよラに 
呼ばれています。 

• 防犯ブザーび鳴っているときは、 AT コマンドは動 
作しません。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、半角英数字を使巧し、 ] 斤で入力し 
て < ださい。 

• AT コマンドはコマンドに続くパラ^ータ（数字や 
記号）を含めて、1行で入力します。 

• 1行とは最初の文字から因]を巧した直前までの文 
字のことです。 

• 最大已4已文字 （「 AT 」 含む）入力できます。 

入力例 

ATD ホ99來夺半1#[3] 


リターンマ—ク； Enter 
キーを巧します。コマンド 
の区切0にな0ます。 
パラメータ；コマンドの内容です。 
コマンド：コマンド名です。 


■オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中でち、 AT コマンドで 
FOMA 端末を操作ずることび巧能な状態です。 
( AT コマンド入力時は操作び必要です。）通信先 
と接続したまま AT コマンドを実行し、終了禮 
に通信を続けられます。 

オンラインデータモードとオンラインコマン 
ドモードを切0替える 

F 曰 MA 端末をオンラインデータモードからオンライ 
ンコマンドモードに切り曾えるには、次の方法びあ 
0ます。 

• 「+++」コマンドまたは「32」レジスタに設定し 
たコードを入力ずる 

•「 AT & D 1 J に設定されているときに、 RS -232 C & 
の ER 信号を OFF にずる 

オンラインコマンド モー ドからオンラインデータ 
モードに切り曽えるには、 「 ATOyi 」 と入力しま 
ず。 

《 USB インターフエースにより、 RS -232 CaM 言号 
線びエ S ュレートされていますので、通信アプ U 
ケーシヨンによる RS -232 C の信号制御び有効と 
なりまず。 


AT コマンドの入カモード 

パソコンをター S ナルモード （ r 八イパーター S ナ 
ル」を起動するなど）にずると、 AT コマンドで 
FOM 冉端末を操作でをます。ターミナルモードにす 
ると、キーボードから入力された文字がそのまま通 
信ポートにちられ、 FOMA 端末を操作することびで 
をます。 

■オフラインモード 

FOM 冉端末な叫寺受の状態です。この状態で AT 
コマンドの操作を行います。 

■オンラインデータモード 

FOM 冉端末び通信中の状態です。 AT コマンド 
を入力すると、 AT コマンドそのちのを通信先に 
を信して、通信先のモデムを誤動作させること 
びありますので、通信中は AT コマンドを入力 
しないでください。 
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AT コマンドー覧 

• FOMA SASOOi Modem Port で使用できる AT コマンドでず。 

- AT コマンド入力時に、使巧している PC や通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力し 
ても「\」と表示される場合びあ0ます。 

- F 日 MA 端末の電源を切らずに電池パックを取外した場合、設定値び記録されないことびありま 
す。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド 実行例 

AT%V 

FOM 冉端末のバー 
ジョンを表おします。 

FOMA 端末のバージョンを 
" VerX . XXX " などの形式で表示しま 
す。 

AT%V 网 

Verl.OOO 

OK 

ATSC < n > 

DTE への回路 CD 
(D 巳 D ) 

信号の動作条件を設定 
します。ぷ1 

n 二日：常に ON 

n 二1:回線接続状態に従い変化（お買い 
上げ時） 

rscij に設定する場合は、接続完了 
時の" CONNECT " をを出ずる直前に 
CD 信号を日 N にしまず。回路び切断 
され 、 "NO CAR 间 ER " を送出する直 
前に CD 信号を OFF にします。 

AT&C 1 回 

OK 

AT&D < n > 

オンラインデータモー 
ドのときに、 DTE か 
ら受け取る回路 ER 
( DTR ) 信号び ON か 
ら OFF に変わったと 
をの動作を設定しま 
す。.》1 

n 二日：状態を無視（常に ON とみな 
す） 

n 二1: ON から OFF に変わるとオン 
ラインコマンドモードに移行 
n =2 : ON から日 FF に変わると回線 
を切断しオフラインモードに移行 
(お買い上げ時） 

AT & D 1 囚 

OK 

ATSE < n 〉 

接続時の速度表示仕様 
を選おしまず。’ XI 

本コマンドは 、 「ATX く n 〉」 コマン 
ド（一 P 47 目）び n 二 OUI 外のときのみ 
有効です。 

n 二日：無線区間通信速度を表示 
n 二1:パソコンと FOM 冉端ホ間の通信 
速度を表示（お買い上げ時） 

AT&E 1 囚 

OK 

AT&F 

FOM 冉端末の AT コマ 
ンド設定値を工場出荷 
時の状態に U セットし 
ます。通信中に本コマ 
ンドを入力した場合 
は、回線を切断してか 
ら U セットします。 


AT&F 囚 

OK 

ATSS < n > 

DTE へ出力するデー 
タセットレディ （ DR ) 
信号の制御のしかたを 
設定します。 

n 二日：常時 ON (お買い上げ時） 
n 二1:回線接続時に ON 

AT & S 日 回 

OK 

ATSW 

現在の設定値を 

FOM 冉端末に記録し 
ます。 


AT&W 回 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DANTE 

FOMA 端末の受信レ 
ベル表示を数字で表示 
します。 

「 AT * DANTE 」 を実行すると 

1’ * DANTE : く n 〉 II のお式で表示さ 

れます。 
n 二日：靡 
n=l :^ 
n =2 : ^ 
n =3 : ^ 

AT * DANTE 网 
ホ D 冉 NTE :3 

OK 

AT * DANTE =? 

回 

* DANTE : (日- 3) 

OK 

(表示可能な値の範囲 
を表示する） 

AT ホ DG 冉 NSM 二 

< n > 

パケット着信呼に巧す 
る着信拒否/許可設定 
のモードを設定しま 
す。本コ7ンドの設定 
は、設定コマンド入力 
後のパケット着信呼の 
み有効でず。’ X 2 

n 二日：着信拒否設定および着信許可 
設定を OFF に設定（お買い上げ時） 
n 二1:パケット着信を許巧 
n 二2 :パケット着信を拒否 

AT ホ D 白冉 NSM = 日 

回 

0 K 

AT ホ D 日冉 NSM ? 

回 

* DGANSM : 日 

0 K 

AT * DG 円 R 二 

< n > 

本コマンドの設定は、 
発信時、着信時に有効 
です。 

ダイヤルアップネット 
ワークの設定でち、接 
続先の番号に「18日」 
〔通知）/「184」（非 
通知）を付けることび 
でをます。 

n = 日：パケット通信確立時、冉 PN にそ 
のまま接続（お買い上げ時） 
n 二1:パケット通信確立時、 APN に 
「184」を付けて接続 
n 二2 :パケット通信確立時、 APN に 
「186」を付けて接続 
本コマンドとダイヤルアップネット 
ワークの両方で「18日」（通知）/ 

「184」（が通知）を設定した場合 
一 P 468 

AT ホ D 白円 R = 日 g ] 
OK 

AT ホ D 白 PIR ?@] 

* DG 円 R : 日 

OK 

AT * DRPW 

FOMA 端末び受信す 
る電波の受信電力指標 
を表示します。 

「 AT * DRPW 」 を設定ずると"* 
DRPW : く n > "の形式で表おされま 
す。 

AT * DRPW 囚 

* DRPW : 日 

OK 

AT * DRPW 二？囚 

* DRPW : (日-巧） 

OK 

(表示可能な値の範囲 
を表おする） 

+ + + 

FOMA 端末のモード 
をオンラインデータ 
モードからオンライン 
コマンドモードへ移行 
します。 

エスケープガード区間 
は「1秒」の固定値で 
す。 



AT+CEER 

直前の通信の切断理由 
を表示します。 

「切断理由一覧」を参照 一 P 482 

AT+CEER 囚 
+ CEER ;36 

OK 

冉 T + 仁白 DCONT 

パケット発信時の接続 
先 （ APN ) を設定し 
ます。ぷ2 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 
づ P 482 

「 AT コマンドの補足 
説明」を参照 
叫482 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド 実巧例 

AT+CGEQMIN 

PPP パヶット通信確 
立時にネットワーク側 
から通知される QdS 
(サービス品質）を許 
可するかどラかの判定 
基準を登録します。 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 
一 P 482 

「 AT コマンドの補足 
説明」を参照 

4 P 482 

AT+CGEQREQ 

パケット通信を確立し 
たとをにネットワーク 
へ要まする QoS 
(サービス品質）を許 
可するかどラかの判定 
基準を登録します。 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 
づ P 483 

「 AT コマンドの補足 
説明」を参照 

4 P 483 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバー 
ジョンを表示します。 


AT + 巳 GMR 网 

1234已巨789 

01234已巨 

OK 

AT + CGREG = 

< n > 

ネットワーク登録状態 
を通知するかどラかを 
設定します。通知され 
る内容は圍巧/圏がで 
す。※1 

< n > 

日：通知なし（お買い上げ時） 

1:通知あり 

「 AT + 巳 GREG 二1」に設定すると、圏 
内から圏列、または圏がから圍内へ 
移動したときに" + C 白 RE 白： 

く stat >" の形式で通知されます。 

く stat > パラメータは「0,1,4」をヴ 
ポートします。 

< stat > 

日：圏外 

1:圏巧 （ home ) 

4 :不明 

「 AT + 巳 GRE 白？」のとを"+巳 GREG : 
< n >. < stat >|| を表示しまず。 

AT + 巳 GREG =1 囚 
OK 

(通知ありに設風 

AT + 巳 GRE 日？ 囚 
+巳 GRE 白:し日 

OK 

(通知あり、圏外を意 
昧している） 

AT+CGSN 

FOM 冉端末の製造番 
号を表示します。 


AT + 巳 GSN 回 

123456789 

01234已 

OK 

AT + CLIP 二 < n > 

S 4 K データ通信の着信 
時に、相手の発信番号 
をパソコンに表おでき 
ます。&1 

< n > 

日：1」ヴルトを表おしない（お買い上げ 
晚 

1:リヴルトを表おする 

「AT + CUP ?」 のとき、 "+ CUP : 

< n > , < m > " を表おします。 

<171〉 

日：発信時に相手に番号を通知しない 
NW 設定 

1:発信時に巧手に番号を通知する 

NW 設定 

2 :不明 

AT + 巳 LIP 二日 囚 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CUR 二く n > 

S 4 K データ通信の発信 
時に、電話番号を相手 
に通知するかどラかを 
設定します 。’X 2 

< n > 

日：サービスご契約の設定に従ラ 

1:通知しなレ 

2 :通知する（お買い上げ時） 
「 AT + CUR ?」 のとき、 II+CUR : 
< n > .く m > "を表示します。 

< m > 

日： CUR は未起動（常時通知） 

1: CLIR は常時起動（常時非通知） 

2 :不明 

3 : CUR テンポラ U - モード（非通知 
デフオルト） 

4 : CLIR テンポラ U - モード（通知デ 
フオルト） 

AT + CUR 二2囚 

0 K 

AT + CMEE 二 < n > 

FOMA 端末のエラー 
レポートの有無を設定 
します。ぷ1 

エラーを " ERROR " のおで表示する 
か、理由を艾字あるいは数値でレ 
ポートするかを設定します。 

< n > 

日： U ヴルトコードを使用せずに 
" ERROR " を表示（お買い上げ時） 

1: U ヴルトコードを使用し、数字で 
理由を表示 

2 :リザルトコードを使用し、艾字で 
理由を表示 

n 二1または n 二2でエラーレポート表 
かに設定した場合、エフーレポート 
は次のよラに表示されます。 

"+CME ERROR : xxxx " (xxxx には、 
数字または文きび表示されます。「エ 
ラーレポ ー1— 覧」づ P 482) 

AT + 仁 MEE 二日 

0 K 

AT + CNUM[tJl 

ERROR 

AT + CMEE = l [4 Jj 

OK 

at + cnum [4 J 1 

十巳 ME ERROR :10 

AT + CMEE ? 

+ 巳 MEE : 日 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番 
号を表示します。 

「 AT + CNUV 1」 を実行すると 
"十 CNUM : 

< number >, < type > " の形式で表 
示されます。 

< number >電話番号 

< type > 

129 :国際アクセスコード+を含まない 
145 :国隙アクセスコード十を含む 

AT+CNUM 囚 
+CNUM :; '+8190 

12345678 ",145 

OK 

AT+CPIN 

FOMA カードの暗証 
番号を入力します。 

PIN 1/ PIN 2、 PIN □ック觸除コー 

ドを入力します。 

「1」プルトコード」を参照 一 P 484 

( PIN ] / PIN 2 コー 
ドを入力） 

AT+CPIN 二"1の4"0] 
OK 

( PIN □ック解除コー 
ドと新しい PIN 1 / 
PIN 2 コードを入力） 
AT + 巳円 N =1,1234日678 

1,.’11234 "回 

OK 

AT+C 円 N ? 回 
+C 円 N:RE 冉 DY 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド 実巧例 

AT 十 CR =< mode > 

回線接続時に 
’ CONNECT " のリヴル 
トコードび表おされる 
前に、パケット通信/ 
巨41<データ通信を表 
おするかどラかを設定 
します。 

< mode > 

日：表示しない（お買い上げ時） 

1:表示する 

パケット通信のときは、"白 PRS " と表 
示され巨 4 K データ通信のとをは 
" SYNC " と表示されます。 

AT + 巳 R 二1囚 

0 K 

ATD ホ99ホホホ 

1#囚 

+ CR : 白 PRS 

CONNECT 

AT + CR ? 

+巳 R :0 

OK 

AT + CRC 二く n > 

着信時に拡張 U ヴルト 
コードを使用するかど 
うかを設定します。 

n 二日：使用しない〔お買い上げ時） 
n 二 1 :使用する 

AT + CRC =0[ i ：^ 

OK 

AT + CRC ? 

+ CRC ;0 

OK 

AT + CREG 二 < n > 

ネットワークの圏内/ 
圏が情報を表示するか 
を設定しまず 。’XI 

< n > 

日：通知なし（お買い上げ時） 

1:通知あり 

「 AT 十 CREG 二1」に設定ずると、圏 
内から圏列、または圏がから圍巧へ 
移動したときに" + CRE 白: < stat > "の 
形式で通知されまず。 < stat > パラ 
方ータは r 日1し4」をサポートしま 
す。 

< stat > 

日：圏外 

1:圏内 

4 :不明 

「 AT + CREG ?」 のとを "+ 巳 RE 日： 

く n >. < stat >" を表示します。 

AT 十 CRE 白 =1 回 

OK 

(通知ありに設恩 

AT + 巳 RE 白？ g ] 
+ CRE 白:1，日 

0 K 

(通知あり、圏外を意 
味している） 

AT + 巳 USD 二 < n > 

付加サービス等に関す 
るネットワークの設定 
を行います。 

< n > 

日：中間 U ヴ J レト + CUSD : 
< m >[，< str > ，く dcs >] をを出しない 

1:中間 U ヴルト + CUSD : 
< m >[，< str > ，く dcs >] をを出する 
く st 「> は、日〜目,#，*のみを許容とし 
ます。 

く st 「> パラ;><—夕は、 string パラ 
方ータであるため、""で囲みます。 

AT+CUSD 二日， 
" xxxxxxxxx "[ J | 

OK 

AT 十 CUSD 二し"キ148 

*1*0 日日日#"，日 
+ CUSD : 日； 148* 

7社 ”， Q 

OK 

冉 T+GMI 

FOM 冉端末のメーカ 
の名前び半角英数字で 
表示されます。 


AT+GMI 间 

SANYO 

OK 

AT+GVIM 

FOM 冉端末の製品名 
び半角英数字で表示さ 
れます。 


AT+GMM 网 

FOMA SASOOi 

OK 

AT+GMR 

FOM 冉端末のバー 
ジョンを表おします。 

FOMA 端末のバージョンを 
" VerX . XXX " などの形式で表示しま 
す。 

AT + 白 MR 回 

Verl.OOO 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+IFC 二 < n,m > 

パソコンと FOMA 端 
末間の □ ーカルフ ロ ー 
制御方式を設定しま 
す。 

DCE by DTE «n» 

日： フ□一制御を行わない 

1: XON/XOFF フ□-制御を行う 

2 : RS/CS (RTS/CTS) フ□-制御 
を行ラ（お買い上げ時） 

DTE by DCE «m» 

日： フ□一制御を行わない 

1: XON/XOFF フ□-制御を行う 

2 : RS/CS (RTS/CTS) フ□一带 J 御 
を行ラ（お買い上げ時） 

AT+IFC=2,2@] 

OK 

AT+WS4 目 二 <n> 

発信時に使用する無線 
ネットワークを設定し 
ます。着信に影響をち 
无るをのではあ D ませ 

n 二22 : FOM 冉ネットワーク（固定 
値） 

AT+WS4 日二2 個 

0K 

ATA 

日 4K データ通信の着 
信時に入力すると、着 
信処理を行レます。 


RING 

ATA 囚 

CONNECT 

冉/ 

直前に実行したコマン 
ドを再実行するときに 
使用します。 

前の応答び "ERROR" の場を 
"ERROR" び返りまず。 

A/ 

OK 

ATD 

発信処理を行います。 

パケット通信： 

「ATD * 目 9* * * く cid># 回」 

「ATD *99#」を入力した場合は r<cid 
>二1」を用います。 （<cid> の入力を 
省略した場台は、 「<cicl> 二1」にな 
りまず。） 

「ATD184*9 日」で始まる書式を入力 
した場含は指定した< cid >に設定し 
た APN にあ r して"184 " び付加されま 
す。（発信者番号通知あ0の"18日"で 
ち同様の操作びでさます。） 

64 K データ通信： 

「ATD [パラメータ][電話番号]回」 
相手の電話番号に「日〜9、*、 #、 A、a、 
B、b、C、c、D、cl、- (ハイフン）、スぺース 
T't'P、 口、！、 W、w、@、， （カンマ）」じ （ 
がを設定した場合は、発信でさませ 
ん。の文字は入力可能ですび、ダイ 
ヤル時には認識されません。 

ATD ホ 99 ホホホ 

1# 囚 

CONNECT 

ATE < n > 

パソコンから送信され 
た本コマンドに巧し 
て、 FOMA 端末びエ 
コーを返ずかどラかを 
設定します。’XI 

n 二日：エコーバックなし 
n 二1:エコーバックあり（お買い上げ時） 
通常は n 二 1 で使用します。パソコン 
にエコー機能びある場合、日に設 
定ずると文字び二重に表示されなく 
なじます。 

ATE1 回 

0K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド 実巧例 

ATH 

パケット通信および 
日4 K データ通信時に入 
力すると、回線を切断 
します。 


循信中） 

+++ 

0 K 

ATH 囚 

N 0 CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表おしま 
す。 

n 二日 ： NTT DoCoMo 

n 二 1 :製品名の略称を表おする 
(FOMA SA 8 曰00 
n 二2 :製品のバージョンを 
' VerX . XXX " などの形式で表示ずる 

ATI 0 囚 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコ 
マンドモードからオン 
ラインデータモードに 
戻ります。 


ATO 回 

CONNECT 

ATQ < n > 

U ヴルトコードを表示 
するかどラかを設定し 
ます。 

n 二日：表おする（お買い上げ時） 
n 二1 . 表のしない 

ATQO 囚 

OK 

ATV < n > 

U ヴルトコードの表お 
方法を設定します。 

すべてのリヴルトコードを数字表記 
あるいは英文字表記で表示しまず。 
n 二日：数字表記で表示ずる 
n 二 1 :英文字表記で表おする（お買 
い上げ時） 

ATV 1 因] 

OK 

ATX < n > 

接続の" CONNECT " 

表おに速度表おの有無 
を設定します。また、 
ビジー!-ーン、ダイヤ 
ル!''ーンの検出を行い 
ます。 

ビジートーン検出： 

接続先び通話中のと 
を、 " BUSY " 応答を送 
出します。 

ダイヤルトーン検出： 
FOM 冉端末に接続さ 
れているかどラかを判 
定します。 

速度表おこ 

接続時の" CONNECT " 
表の1し速度を表のする 
かどラかを設定します。 

n 二日：ビジートーン検出なし、ダイヤル 
トーン検出なし、速度表示なし 
n 二1:ビジートーン検出なし、ダイヤル 
卜ーン検出なし、速度表おあり 
n =2 :ビジートーン検出なし、ダイヤル 

1ン検出あり、速度表示あり 
n 二3 :ビジートーン検出あり、ダイヤル 
卜ーン検出なし、速度表示あり 
n 二4 :ビジートーン検出あり、ダイヤル 
トーン検出あ0、速度表示あ0 (お買い 
上げ時） 

ATX 1 因] 

OK 

冉 T 之 

FOM 冉端末の AT コマ 
ンド設定値を U セット 
します。 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を 
不揮発メモリの内容に U セットしま 
す。通信中に本コマンドを入力した 
場合は、回線を切断してから U セッ 
卜しまず。 

(オンライン時） 

ATZ 囚 

NO CARRIER 

(オフライン時） 

ATZ 囚 

OK 

ATS 日二 < n > 

FOM 冉端末び自動着 
信するまでの呼び出し 
回数を設定します。 

n 二日：自動着信なし（お買い上げ時） 
n 二 1 〜巧 5 :指定したリング数で自動 
着信 

ATS 日二日回 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマン ド実行例 

ATS 2 二 < n > 

エスケープキャラクタ 
の設定を行レます。 

n 二日〜127 (お買し化げ時 n 二 43) 
n 二127に設定するとエスケープは無 
就になりまず。 

ATS 2 二43网 

OK 

ATS 2? 囚 

043 

OK 

ATS 3 二< n > 

復帰に和キャラク 
夕の設定を行います。 

AT コマンド文字列の最後を認識する 
キャラクタを定義します。エコー 
バックされたコマンド艾字列と1」ヴ 
ルトコードの最後に付をます。設定 
値は蜜更でをません。（お買い上げ時 
n 二 13) 

ATS 3 二13 闷 

OK 

ATS 3? 回 

013 

OK 

ATS 4 二 < n > 

改行 CLF ) キャラク 
夕の設定を行います。 

英文で U ザルトコードを表示ずる場 
を、に刊キャラクタの後に付きます。 
設定値は変更でをません。（お買い上 
ば時 n 二 1 日） 

ATS 4 二1日网 

OK 

ATS 4? 回 

010 

OK 

ATS 5 二< n > 

バックスペース （ BS ) 
キャラクタの設定を行 
います。 

AT コマンド入力中にこのキャラクタ 
を検出すると、入カバッファの最後 
のキャラクタを削除します。設定値 
は変更でをません。（お買い上げ時 
n 二 8) 

ATS 日二 

OK 

ATS 日？ 回 

008 

OK 

ATS 6 二 < n > 

ダイヤルずるまでの 
ポーズ時間（秒）を設 
定します。 

本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますび、動作しません。 
n :2〜1日（お買い上げ時 n 二 5) 

ATS 日二1日网 

OK 

ATS 8 二 < n > 

カンマダイヤルするま 
でのポーズ時間（秒） 

を設定します。 

本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますび、ポーズ時間 （3 秒）に影響 
しません。 

n 二日：ポーズしない 
n : 1-255 (お買い上げ時 n 二 3) 

ATS 日二 3(3] 

OK 

ATSl 日二 < n > 

自動切断の遅延時間 
(砂）を設定しまず。 
り/1日秒）※1 

本コマンドによりレジスタは設定さ 
れますび、動作しません。 
n : 1-255 (お買い上げ時 n 二 1) 

ATSIO 二1网 

OK 

ATS 3 日二 < n > 

データの送受信をこの 
時間し^上行わないと切 
断します。 

本コマンドの設定は、日 4 K データ通信 
時のみ有効です。 < n > は分単位で設 
定します。 

n : 0-255 (お買い上げ時 n 二日） 
n 二日は不活動タイマオフ 

ATS 3 日二3网 

OK 

ATS 103 二 < n > 

着サブアドレスを付け 
て発信する場含の区切 
りを設定します。 

本コマンドの設定は、 S 4 K データ通信 
時のみ有効です。 
n 二日：*アスタ IJ スク 
n 二1:/スラッシュ（お買い上げ時） 
n 二2 :¥マークあるいはバックスラッシュ 

ATS 103=0 回 

OK 

ATSl 日4二く n 〉 

発サブアドレスを付け 
て発信する場合の区切 
りを設定します。 

本コマンドの設定は、日 4 K データ通信 
時のみ有効です。 
n 二日 ：せシャーフ 

n 二1:〇/〇パーセント（お買い上げ時） 
n 二2 : &アンド 

ATS 104=0 囚 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT¥S 

現在の設定されている 
各コマンドと S レジス 
夕の内容を表おしま 
す。 


AT¥SW 

El QO VI X 4 

SCI SD 2 SSO & E 1 

¥ V 0 

3000=000 

3002=043 

3003= 日13 

3004=010 

3005=008 

3006= 日日己 

3007=060 

3008=003 

3010=001 

3030=000 

3103=001 

3104=001 

OK 

AT ¥ V < n > 

接続時の応答コード化 
様を選択します 。’XI 

本コマンドは、 「 ATX < n >」 コマンド 
び n 二日切がのとをのみ有効です。 

一 P 479 

n 二日：通信プロトコル I 」ザルトコー 
ドを使用しない〔お買い上げ時） 
n 二 I :通信プ□トコル U ヴルトコード 
を使用する 

AT ¥ V 日 回 

OK 


「& WJ コマンドで FOMA 端末に記録されまず。 

《2 rsFj 「 Z 」 コマンドによる U セットは行われません。 

《3「冉 TDN な」や 「 ATDL 呂]」で U ダイヤル発信びでさます。 

《4 rswj コマンドを使用する前にに」コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変 
要内容は消去されます。 
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切断理由 一覧 


■ パケット通信 


値 

巧由 

27 

APN び存在しないか、ちしくは正しくありません。 

孤 

ネツトワークによって切断されました。 

33 

バケツト通信の契約びされてレません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 巨 4K データ通信 


値 

理由 

1 

指定したま号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びで舌ません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありませんでし 
た。 

19 

巧手側び呼出し中のため通信びでさません。 

2] 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効では 
ありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、ちしくは着信を 
受けました。 


エラーレポートー覧 


数字表ち 

で字表お 

理由 

10 

SIM not 

inserted 

FOMA 力ードびセツトされてい 
ません。 

15 

SIM 

wrong 

ドコモな外の SIM (FOMA 力一 
ドに相当ずるに 力ード） び挿入 
されてレまず。 

16 

incorrect 

password 

} くスワードび間違っていまず。 

100 

unknown 

不明なエラーでず。 


AT コマンドの 補足説明 

■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

• 概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行い 
ます。 

-書式 

+CGDCONT 二 [< cicl >[. " PPP " [. "< APN > 

"]]] 回 

• パラメータ説明 

く cid > :1〜16 
<冉 PN > :任意 

※ぐ cid >は、 FOMA 端末内に登録するパケット 
通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜16」び登録できます。お 
買い上げ時、<がづ>二1には、 mopera に接 
続ずるための APN (「 mopera . ne . jp 」） び、 
く cicl >=3 には mopera U に接続するための 


APN ( fmopera . netj ) か登録されています。 
< APN >は接続先を示す接続ごとの任意の文 
字列です。 

• 実欄 

fabcj といラ冉 PN 名を登歸する場合のコマン 
ド （< cid >二3の場合） 

AT + CGDCONT 二 3. " PPP ". " abc " 网 
0 K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

ずべての < cid > の設定をク U アします。ただし、 
「< cid > 二1」と r < cicl > 二3」の設定はお買い 
上げ時の状態に再設定されます。 
AT + CGDCONT =< cid > 

指定された< cid >の設定をク I 」アします。ただ 
し、「く己 id >二1」と「く cicl > 二3」の設定はお 
買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT + CGDCONT =? 

設定可能な値の U スト値を表おします。 
AT + CGDCONT ? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から 
通知される日 oS (サービス品質）を許容するか 
どラかの判定基準値を登録します。 

• 書式 

AT 牛 CGE 曰 MIN 二 [ < cid > [，，く Maximum 
bitrate UL >[,< Maximum bitrate DL >]]] 巧 

• パラメータ説明 
く cid > : 1 〜16 
< Maximum bitrate UL > 

:なし（お買い上げ時）または日4 
く Maximum bitrate DL > 

:なし（お買い上げ時）または384 
※く cid >は、 FOMA 端ホ内に登録ずるパケット 
通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。 
FOMA 端末では「1〜1日」び登録できます。お 
買い上げ時、<(：:1づ>二1には、 mopera に接 
続するための APN (「 m 叩 era . ne . jp 」） び、 
< cid > 二3には mopera U に接続するための 
APN ( fmopera . netj ) が登録されています。 
「Maximum bitrate UL 」 および 「Maximum 
bitrate DLJ では、 F 日 MA 端末と基地局間の 
上りおよび下りの最を通信速度 （ kbps ) を設 
定しまず。「なし（お買い上げ時)」に設定した 
場をは、ずべての速度を許容しますび、「日4」 
および「384」を設定した場合、これらの速度 
■^^(下の接続は許容されないため、バケット通信 
び接続されない場をびありますのでご注意く 
ださい。 
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• 実行例 

① 上り/下りずベての速度を許容する場合のコ 
マンド（く cid >=2 の場合） 

AT + 巳 GEQMIN 二2网 
0 K 

感 上り目4 kbps /下り384 kbps の速度のみ許容 
ずる場合のコマンド（く cid >=3 の場合） 

AT + 巳 GEQMIN 二3 ..目4，384回 
0 K 

③ 上り目4 kbps / 下りずベての速度のみ許容ず 
る場合のコマンド （< cid > = 4 の場合） 

AT + 巳 GEQMIN 二4..目4网 
0 K 

® 上りずベての速度/下り 384 kbps 速度のみ許容 
ずる場合のコマンド（く cid >=5 の場合） 

AT + 巳 GEQMIN 二5,.,384网 
0 K 

• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN = 

すべての< cid >の設定をク U アします。 
AT + CGEQMIN =< cid > 

指定された< cid >をお買い上げ時の状態に戻 
します。 

AT + CGEQMIN =? 

設定可能な値の U ストを表おします。 

AT + CGEQMIN ? 

現在の設定を表おします。 

■コマンド名：+巳 GEQREQ = [パラメータ] 

• 概要 

PPP パケット通信時の発信時にネッ ト ワークへ 
要まする QoS (サービス品質）を設定します。 

• 書式 

AT + CGE 曰 RE 曰二 [ く cid >] 囚 

• パラメータ説明 

上り日4 kbps /下り384 kbps の速度で接続を要 
ホずるコマンドのみ設定可能です。各 cid には 
その内容びお買い上げ時に設定されています。 
< cid > : 1-16 

※く cid >は、 FOMA 端末内に登録するパケッ 
卜通信での接続先 〔 APN ) を管理する番号で 
す。 F 日 MA 端末では「1〜16」び登録できま 
す。お買い上げ時、 < cid > 二 1 には、 
mopera に接続ずるための APN 
(「 mopera . ne . jp 」） び、 < cid >=3 には 
mopera U に接続するための冉 PN 
( rmopera . net 」） び登録されています。 

• 実欄 

(< cid >二3の場合） 

AT + CGE 曰 RE 曰二3间 
0 K 


• パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ = 

すべての< cid >をお買い上げ時の状態に戻し 
まず。 

AT + CGEQREQ =< cid > 

指定された< cid >をお買い上げ時の状態に戻 
します。 

AT + CGEQREQ =? 

設定可能な値の U スト値を表おします。 

AT + CGEQREQ ? 

現在の設定を表おします。 
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u ザルトコード 

■ リザ J レトコード 


数字表示 

で字表示 

意な 

0 

OK 

正萬に実行しました。 

1 

CONNECT 

巧手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでをません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出びでをません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウトしました。 

1日〇※ 

RESTRICTION ^ 

ネットワークび規制中でず。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


《 「 RESTR に TION 」 （数字：100)び表示された場合は、通信ネットワークび混雑しています。しばらくしてか 
ら接続し直して < ださい。 

■ 拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

己 

CONNECT 1200 

FOM 冉端末一 PC 間速度 12 日 0 bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOM 冉端ホー PC 間速度24 日 0 bps で接続しました。 

11 

CONNECT 4800 

FOM 冉端末一 PC 間速度48 日 0 bps で接続しました。 

13 

CONNECT 7200 

FOM 冉端末一 PC 間速度72 日 0 bps で接続し ま した。 

12 

CONNECT 9600 

FOM 冉端末一 PC 罔速度96 日 0 bps で接続しました。 

1 已 

CONNECT 14400 

FOM 冉端末一 PC 間速度1440 日 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOK / I 冉端末一 PC 間速度1 目 20 日 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOK / I 冉端末一 PC 間速度3840 日 bps で接続しました。 

18 

CONNECT 57600 

FOM 冉端末一 PC 罔速度 日 7 日日日 bps で接続しました。 

19 

CONNECT 115200 

FOK / I 冉端末一 PC 間速度115200 bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOM 冉端末一 PC 罔速度の 日 4 日日 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOK / I 冉端末一 PC 間速度46 日 8 日日 bps で接続しました。 


■ AT + CPIN ? のリザルトコード 


円 N 吕が態 

PINT が態〜 

詔話済み 

入力待ち 

□ック解除コード 
入力待ち 

□ック状態 

認証済み 

READY 

SIM PIN 2 

SIM PUK 2 

READY 

入力待ち 

SIM PINl 

SIM PINl 

SIM PINl 

SIM PINl 

□ック解除コード 
入力待ち 

SIM PUKl 

SIM PUKl 

SIM PUKl 

SIM PUKl 

□ック状態 

ERROR 

ERROR 

ERROR 

ERROR 


• ATV < n > コマンドい P 47 目）び n 二1に設定されている場创こは英义き表記（お買い上げ時)、 n 二日に設 
定されている場合には数字表記で U ヴルトコードび表示されまず。 

• 従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度の表おはしますび、 F 曰 MA 端ホー PC 間 
は FOMA US 目接続ケープルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 
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■ 通信プ□トコルリザルトコード 


数字表示 

巧字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

PPPoverUD で接続（日 C 二 UDI 、+ C 日 ST 二116,し日） 

已 

PACKET 

パケツトで接続 


■ J ザルトコード 表示例 

ATX 0が設定されているとき 

AT ¥ V コマンド （^ P 48]) の設定に関わ5ず、接続完了の隙に C 日 NNECT のみの表示 
となりまず。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

敦字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1 

ATX 4が設定されているとさ 

- ATX 4、 AT ¥ V 日び設定されている場合（お買い上げ時） 

接続完了のときに、 CONNECT く F 日 MA 端末一 PC 間の速度>の書式で表示します。 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

• ATX 4、 AT ¥ V 1 び設定されている場合 
接続完了のとさに、次の書式で表示します。 

CONNECT く FOMA 端末- PC 間の速度>く通信プ〇トコル>く接続先 APN >/<上 
0方向 （ FOMA 端末^無線基地局間）の最高速度>/く下0方向 （ FOMA 端末卜無線 
基地局間）の最高速度>& 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET m 叩 era . ne . jp /64/384 

( mopera . ne . jp に、上り最大目 4 kbps 、 下り最大 384 kbps で接続したこと 

を表します。） 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1215 

《 AT ¥ V 1 び設定されている場台、<接続先冉 PN >_ LU 降はパケットで接続している場合のみ表示され 
ます。 
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